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1．  問題提起  
厚岸湾沿岸地域には，本邦では珍しいバリアーシステムの海岸地形が認められる（図

1）．沿岸砂嘴で仕切られた厚岸湖や厚岸湖内の上げ潮三角州やその上のカキ礁（図 2）

はその一例である．しかし，この地域の後氷期海面変動研究は Maeda et al. (1992)

以降滞っており，縄文海進期に形成されたと予測されるバリアーシステムの発達様式

も，その実態は定かとは言い難い． 

 そこで我々は昨年度，厚岸町海事記念館所蔵の厚岸湾沿岸地域の沖積低地で採取さ

れた海上ボーリングコア解析を行い，現在も厚岸バリアーシステムが地形的に存在し

ている理由は過去 5500 年前から続く海面の停滞の影響が大きく，この時期に厚岸湖

のカキ礁も上げ潮潮汐三角州上に生成し始めたものと推測された．引き続き本年度も

厚岸湾～厚岸湖のバリアーシステム解明調査の一環として，湖内の上げ潮潮汐三角州

とカキ礁の分布および，厚岸湾側に形成される下げ潮潮汐三角州の状況を把握する目

的で，ソノプローブを用いたシングルチャンネル音波探査を実施した． 

 
2． 研究手法 

昨年度実施した陸域のボーリングコア解析に基づき，現在も厚岸において活動的な

バリアーシステムの湖底・海底地形および堆積構造を把握するため，以下の 3 つの手

法で調査を行う．なお音波探査・採泥探査は厚岸漁業協同組合協力のもと，共同研究

者である北海道立総合研究機構地質研究所および産業技術総合研究所と共同で実施し

た． 

（１）既存文献調査 

 米軍空中写真や古地図による人工改変を受ける前の厚岸バリアーシステム地形を再

現する（図 3）． 

（２）音波探査 

 厚岸湖側に形成される上げ潮潮汐三角州およびその上に形成されるカキ礁，厚岸湾

側に形成される下げ潮潮汐三角州を把握する目的で，ソノプローブを用いたシングル

チャンネル音波探査を実施する．探査船は小型漁船を使用し，湖内においては水深が

浅いこと，加えて広い範囲でアマモの群生が見られることから，探査測線は主に東西

方向に延びる澪筋に沿うように設けた（図 4）．音波探査は㈱古野電気社製のソノプロ

ーブ型高分解能地層探査機（FE-105 型）を用いた． 

 

（３）採泥探査 



 音波探査による地層区分や海底地形との対比および，陸域でのボーリングにより得

られた試料との対比のため，採泥調査を実施する．採泥は探査船よりスミス・マッキ

ンタイヤ型採泥器を投入し，海底堆積物を採取する． 

 

3．反射記録断面とボーリング資料との対比 

図 3に厚岸湾～厚岸湖の接合部付近の地形及びボーリング位置を示す．図中の潮流
口を挟んで北側砂嘴から南側砂嘴に至る A～B～C～Dのラインは重野ほか（2011）に
より解析された地質断面の範囲に相当する．厚岸湾側に設けた音波探査の東西測線は，

この断面のうち B～C間にほぼ平行して設置した．  
 図 4には東西測線で得られた反射記録断面と B～C間の地質断面を示す．反射記録
断面の右端がボーリング孔：A-14付近に、左端は A-7～8付近に相当する． A-14付
近には，深さ 13～14ｍ程度に強い反射面（図中白線で示す）が確認され，この反射面
は西に向かって緩やかに浅くなる傾向がみられる．さらに，A-9～8付近から西側では，
海底下ごく浅部に強反射面が確認され層相も急変していることから，下位層がこの付

近で浅くなっていることが示唆される．この反射記録断面状況は，北側砂嘴南岸に沿

うボーリングコアの柱状対比と良い一致を示す．  
 

4．厚岸湾側に確認された下げ潮潮汐三角州 

音波探査の結果，潮流口より厚岸湾側の粗粒堆積物中には，流路方向に傾斜した多

数の内部反射面が明瞭に認められ，潮流による下げ潮潮汐三角州の形成とその発達を

示している（図 5）．水深が浅いため海底面の多重反射より下部では内部反射面を確認
することが困難だが，傾斜した反射パターンは海底下７～８m 付近まで追跡すること
ができる． 
 

5．沈水したカキ礁の確認 

厚岸湖内の上げ潮潮汐三角州の内部構造は，今回実施した音波探査記録からは明瞭

には確認出来なかったものの，湖口付近に形成されたカキ島周辺の複数の地点で，湖

底面での強い反射を伴い内部構造が殆ど確認されないマウンド状の地形が確認された

（図 6）．  
 これらの上面の水深は２～４ｍの範囲に集中しており，その形状や反射特徴より沈

水したカキ礁と考えられる．さらに，湖南部の澪筋で得られた反射記録断面には，水

深８m付近（湖底下６～７ｍ程度）に埋積平坦面及び埋没したカキ礁の可能性がある
マウンド状の地形が確認されている． 
 

 



6．まとめ  

道東の厚岸湾～厚岸湖付近にて音波探査を実施し，厚岸湾の潮流口付近でバリアシ

ステムを構成する要素の一つである下げ潮潮汐三角州の存在および内部構造が確認さ

れた．一方，厚岸湖内に存在する上げ潮潮汐三角州の構造は音波探査記録からは明瞭

には確認出来なかったものの，厚岸湖内の湖口付近に形成されたカキ島周辺の複数の

地点で，沈水したカキ礁と考えられる特徴的な地形が見出された．潮流口の北側砂嘴

に沿って得られた反射記録断面にみられる顕著な反射面の形状は，ボーリング資料解

析から求められた浅部堆積構造と調和的である．このように今回得られた音波探査デ

ータは，本地域の完新世バリアシステムの発達様式解明に対して有用な情報を提供す

るものであり，今後既存資料と併せてさらに詳細な解析を行う予定である． 
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図１．厚岸湖のバリアシステム 
今回調査を行った道東の厚岸湖周辺には，バリアや潮流口，上げ潮三角州と三角州

上の砂質堆積物に牡蠣礁が形成されるなど現在でも活動的なバリアーシステムの作る

地形が存在します．位置図にはランドサット衛星画像を使用した． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２．湖内上げ潮潮汐三角州上に発達するカキ礁 
 絶滅前の現世カキ礁（撮影：1971年 京都大学鎮西清高名誉教授）． 
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図1.厚岸湾・厚岸湖におけるバリアーシステムの概要
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図３．ボーリング資料位置図および完新世バリアシステム示す地形 

海上ボーリング試料採取地点は★（A-14），赤線は反射断面の位置．  

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

図４．東西測線反射記録断面（上）と B～C 地質断面（下）との対比 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５．潮流口横断測線の反射記録断面中に確認される傾斜内部反射面 
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図６ 湖口南側東西測線反射断面に確認される沈水カキ礁 

Line 3（厚岸湾‐厚岸湖接続部付近・潮流口横断測線）
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